
78 
 

 

熊本市における新型コロナウイルス検査の開始について （資料） 

 

1、はじめに 

  新型コロナウイルスによる感染症は、令和2年1月6日付 厚生労働省健康局結核感染症課発「中
華人民共和国湖北省武漢市における非定型肺炎の集団発生に係る注意喚起について」1）により各

自治体、医療機関へ最初の周知が行われ、その後1月23日付 厚生労働省健康局結核感染症課発「新

型コロナウイルスに関する検査対応について（協力依頼）」2）により地方衛生研究所への試薬等の

提供及び検査の協力依頼が行われた。この協力依頼をもとに、当センターでも検査対応の準備を

開始した。  

 

2、検査対応準備 

  検査を行うための準備として次の 1）～4）を行った。 

 1）試薬確保 

   検査が一定期間継続され、一定数の検体が搬入されることが想定されたため、試薬等の確保

を行った。この時点で検査継続の期間及び検体数について未知数であったこと、年度末である

ことから、当面 4月分までの検査試薬として想定し、2018年 3月～6月に沖縄県で発生した麻

しん集団発生事例 3）を参考とし検体数を算定した。この時点ではおおむね 1,000検体をめどと

して準備を行った。準備を行った試薬は下記のものであった。 

  ・RNA抽出に用いる試薬及び消耗品 

  ・コンベンショナル RT-PCR及びシーケンスを行うための試薬及び消耗品 

  ・リアルタイム One-Step RT-PCR法を行うための試薬及び消耗品   

 2）標準作業書作成 

   新型コロナウイルス感染症が「感染症の予防及び感染症の患者対する医療に関する法律（以

下「感染症法」）」の指定感染症となる通知が 1月 28日政令等の施行通知 4）で発出された。こ

の中で感染症法の第 15条の読み替え規定が示された。当センターが実施した積極的疫学調査は、

この読み替え規定により、感染症法第 15条第 4項による検査であったことから、施行規則第 8

条第 5項第 2号に従い標準作業書を作成した。 

 3）検査体制の整備 

   検査方法は国立感染症研究所（以下「感染研」）から提供された。また、プライマー及び陽性

コントロールについても感染研から提供された。1月24日付 2019-nCoV検査マニュアル Ver.1 

5）により提供されたコンベンショナル RT-PCR検査法に基づき、1月 30日にコンベンショナル

RT-PCR検査を可能とした。また、1月 28日付 2019-nCoV検査マニュアル Ver.2.16）に基づき 1

月 31日にリアルタイム One-Step RT-PCR検査が可能となった。1日当たりの検査可能検体を 40

検体とした。 

   検査は、検査マニュアルに示された Nセット、N2セットを 1検体につきそれぞれ 2ウエル実

施した。 

 4）感染症対策課（担当課）との検体検査情報の共有について  
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   当センターでは「検査情報システム」という独自委託開発の電子システムにより、検査検体

の受付時の採番から成績書発行まで行っている。これにより検体受付時のミスを少なくするこ

とが可能となった。当該システムは検体単位での受付である。新型コロナウイルス感染症疑い

患者の検査は 1人 2検体（鼻咽頭拭い液、喀痰等）の検査が推奨された。今回は「人」単位で

管理が必要なことから、受付時に検査票に手書きの事例番号の記載と「検査情報システム」で

自動採番後印字した番号シールを貼付し、検体種別を検体番号の下に記載した。当該検査票（図

1）のコピーを検体受付時に感染症対策課と共有した。また、事例番号をもとにした共有シート

（表 1）を作成し、メールでの送付を行い結果報告時に検査対象者の取り違えの予防を行った。

検査開始時より検査一覧（表 2）を作成し、検体の搬入時間等を入力することとし当センター

内での検査検体数等の共有に活用した。   

 

    

図 1.検体検査票 

 表 1.感染症対策課との共有シート 

 

・事例番号で検査対象者を管理。保健所との情報共有に利用。 

別記様式 　　  　　　　　　　　  

－

患 性　　　　別

年    　　齢

定点医療機関の場合は該当するものを選んでください
[保健所等記載欄]（主治医記載可）

・インフルエンザ定点・小児科定点・眼科定点 ・散発 ・地域流行 ・家族内発生　（ 無、  有 ） 

者 ・性感染症定点・基幹定点・疑似症定点 ・集団発生　　（ 無、　有 ） ・発生市区町村（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[主治医等記載欄]   有の場合（保育所、幼稚園、小学校、中学校、高校、大学、宿舎・寮、病院、

 医療機関等名及び 　　　　 　 老人ホーム［介護施設含む］、福祉・養護施設、旅館・ホテル、飲食店、

 主治医等医師名 　　　　　　事業所、海外ツアー、国内ツアー、その他[　　   　　　　　　　   　　]）

　　　（記載者） 国名

　　　　　　年　　    月　  　　日 分離株（無、有、検査中） 期間         年    月    日    ～        年    月    日

（ 無、　有、　不明 ） 最終接種年月日
 年      月      日

　　　　　　年　      月　　　　日 ワクチン名 （Ｌｏｔ Ｎｏ．　　　　　　　　　　　　）

検 採   取    日 　　　　　　年　      月　　　　日

・ふん便（腸内容物、直腸ぬぐい液）・髄液 ・尿 [地方衛生研究所記載欄]

査 材 料 の 種 類 ・吐物　　・喀痰  　・気管吸引液 ・穿刺液(腹水、胸水、関節液、その他       　)

［該当するもの一つを ・咽頭ぬぐい液（うがい液、鼻汁） ・皮膚病巣（水疱内容、痂皮、創傷）  抗体検出  　方法 （蛍光、IP、ELISA、CF、HI、PA、中和、イムノブロット、ゲル内沈降、凝集反応、

材 ○で囲んで下さい］ ・結膜ぬぐい液（結膜擦過物、眼脂）・陰部尿道頸管擦過物／分泌物 　その他　　　　                 　　　　　　　）

・細胞診、生検、剖検材料（臓器  　 　                        ） 　　　  　　結果 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

料 ・血液（全血、血清、血漿、抗凝固剤[　　　　            　　　]） 検 出 年 月 日 　　　　　　　　年　　       月　　　　　　日

・その他 [     　  　    　                                                ] 病 検　出　方　法 ・分離培養  （培養細胞：細胞名 [         　 　　                       ]）

臨 ・無症状 ・胃腸炎(下痢、血便、嘔気、嘔吐、腹痛) 原 　［陽性となった方法を
              人工培地、発育鶏卵、動物、その他                            )

・頭痛　　・発熱（最高             ℃） ・角膜炎、結膜炎、角結膜炎 体 　　○で囲んで下さい］ ・抗原検出（蛍光、ＥＩＡ、ＲＰＦＡ、ＬＡ、ＩＣ［イムノクロマト］、その他                ）

 臨 床 症 状・ ・熱性けいれん　・関節痛（関節炎）、筋肉痛 ・髄膜炎、意識障害、麻痺(部位　    　)、 検 ・遺伝子検出（1.非増幅（ハイブリ、ＰＡＧＥ、その他 ［　　　　　　　　　　　　］） 
床  徴  候    等 ・口内炎、上気道炎（咽頭炎/痛、扁桃炎） 　中枢神経系症状（脳炎、脳症、脊髄炎、 出 　     2.増幅（PCR、PCR＋ﾊｲﾌﾞﾘ、PCR＋ｼｰｸｴﾝｽ、LAMP、その他［　　　　　　　］ ）

［該当するもの全てを ・下気道炎（肺炎、気管支炎）    その他                             ） ・電顕 ・鏡検

 ○で囲んで下さい］ ・水疱　・発しん（丘しん、紅斑、バラしん） ・循環器障害（心筋炎、心膜炎、心不全） 検 出 病 原 体
的

（基礎疾患を除く） ・出血傾向※全身性のもの ・黄疸 ・肝機能障害 (群、型、亜型)

・ﾘﾝﾊﾟ節腫脹、腫脹(部位           )、唾液腺腫脹 ・腎機能障害（HUS、血尿、乏尿、蛋白尿、 [その他特記事項]

  浮腫(部位　                 　　)    　　　　　 多尿、腎不全）
事 ・ショック症状（低血圧、循環不全） ・尿路生殖器症状（膀胱炎、尿道炎、外陰炎

・その他の症状（上記以外の症状や臨床徴候） 　　　　　　　　　　　　頸管炎）

項 [ ]
基 礎 疾 患

 　経過観察中、軽快、治癒、後遺症有り、死亡（原因　　　　　　　　　　　　　） 注１）患者の氏名及び住所欄については、感染症法第16条の3、第26条の3、第26条の4、第44条の7及び第50条に基づ                                                                

主治医等から地方衛生研究所への連絡事項 く一類感染症、二類感染症、新型インフルエンザ等感染症又は新感染症に係る検査の場合に記載をお願いします。

注２）主治医記載欄については、検体送付日において記載できる範囲で記載をお願いします。

注３）ワクチン接種歴については、当該疾患に係るものにつき記載して下さい。

※インフルエンザ迅速キット使用（無、有：メーカー名[                                                                    ] ：[陰性、陽性、保留]) 注４）医療機関（民間検査所を含む）で病原体を分離した場合は、地方衛生研究所への分離株の送付をお願いします。

※インフルエンザ迅速キット使用（無、有：薬剤名[                                                                                                          ]

 投与開始日　　　　　　年　　　　月　　　　　　日[予防投与、治療投与]）

転　　　　帰

診    断    名
　ワクチン接種歴

発    病    日

記　載　者　名

住　　　　所

電話番号：

発 生 の 状 況

 最近の海外渡航歴
検 体 送 付 日

FAX 096-●●●-●●●●
　（感染症対策課）

一 類 感 染 症、二 類 感 染 症、三 類 感 染 症、四 類 感 染 症 、五 類 感 染 症、新型インフルエンザ等感染症及び指定感染症  検 査 票 （病原体）

　（　 　　男  　　・　　　女  　　 ）

　（     　　　　　　 歳  　　 ヵ月 ）

氏　　　　名
(イニシャル不可）

衛研受付番号保健所登録全数報告 ＩＤ保健所コード

19感対 ●●●2

新型コロナ
2020年●月●日受付

検体名 喀痰

（事例番号）
●●●

19感対 ●●●1
新型コロナ
2020年●月●日受付

検体名 鼻腔拭い液

事例番号 日付 検査
終了時間

検体採取先 結果 居住地 備考

1 ●月●日 ●：● A病院 陰性 市内
2 ●月●日 ●：● A病院 陰性 市内
3 ×月×日 ✖:✖ A病院 陰性 市内
4 ×月×日 ✖:✖ A病院 陰性 市外
5 ×月×日 ✖:✖ B病院 陰性 市外
6 ×月×日 ✖:✖ B病院 陰性 市内
7 ▲月▲日 ▲：▲ C病院 陰性 市内
8 ▲月▲日 ▲：▲ D病院 陰性 市外
9 ◎月◎日 ◎：◎ A病院 陽性 市内 鼻腔（+）、喀痰（+）
10 ◎月◎日 ◎：◎ B病院 陰性 市外

新型コロナウイルス検査状況一覧

環境総合センター
令和2年（2020年）◎月◎日◎時◎分現在

機密性3

自動採番印字シート 手書き事例番号 

（事例番号） 
●●● 

19感対●●●1 
新型コロナ 
2020年●月●日受付 

喀痰 
（検体種別） 

当初手書き ゴム印に変更 

19感対●●●2 
新型コロナ 
2020年●月●日受付 

鼻腔拭い液 
（検体種別） 
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 表 2.検査一覧 

＜検査一覧利用＞ 

・事例番号で検査対象者を管理。検査件数を記載する欄を設け、検査検体数及び試薬の在庫管理に

利用。 

・検査開始、終了時間を入力することで、検査に要する時間を管理。 

・陽性コントロールの CP値を入力することで、経時的な陽性コントロール値の管理。 

 

3、熊本市 1事例目陽性感染者検体受け入れから報告まで 

  2020年2月 21日疑似症検体搬入の連絡が入った。当センターへの検体搬入は同日 10時に行わ

れ、検体受付後、高度安全実験室の安全キャビネット内で患者検体（咽頭拭い液、喀痰）を不活

化し、別室で RNA抽出を行った。その後リアルタイム One-Step RT-PCR検査を行い、12時の時点

で当該 1名、2検体が陽性である可能性が高いことが確認された。引き続きコンベンショナル

RT-PCR法を行い、シーケンスを実施した。結果は 20時頃得られ、BLAST解析の結果、東京都健康

安全研究センターが登録した新型コロナウイルス株と 100％一致した。本市 1例目であることか

ら、これらの結果を感染研へ送付し 20時 37分陽性であることが確定した。その後、感染症対策

課から厚生労働省に報告し COVID-19陽性例として市の広報となった。 

 

4、検査実施状況 

  図 2.令和 2年（2020年）2月 1日から 3月 31までの検査及び陽性者発生状況（日別） 

 

 ・患者発生に伴う広範な検査対応   

   感染症対策課が、国の検査の基準 7）8）を基に熊本県が示した検査対象者 9）を参考として判断

し当センターに検査依頼した。3月 25日（事例 A）と 29日（事例 B）に判明した感染者が利用

していた施設は、不特定多数の利用者が訪れる施設であったことから、施設の同意を得て施設

名、感染者が滞在した期間の公表を行い、不安のある市民へ帰国者・接触者センターへの相談
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を勧奨した。事例 Aは、387件（陽性者 4名）、事例 Bは 28件（陽性者 4名）の関連検査があ

った。関連検査数は、接触者の検査及び陰性確認検査を含む。 

  

5、その他 

 1）職員の増員について 

   検査数の増加が見込まれることから、検査従事可能な職員の調査が熊本市役所全庁的に行わ

れた。環境局内の PCR実施経験者に対して、数度研修を行った。 

 2）大学及び民間登録衛生検査所への「2019-nCoV検査」に関する情報提供 

   大学及び民間登録衛生検査所から新型コロナウイルス検査体制構築のため、見学等を受け入

れた。2月 27日に大学関係職員が来所、「2019-nCoV検査」に関する検査法について、疑義打ち

合わせを行った。また、3月4日に民間検査機関職員が来所し施設見学を行った。3月 16日に

は、同検査機関職員に喀痰検体等検体処理の研修を行った。 

 

6、現状と今後の検査への課題 

2月に検査を開始し、3月末までに 608人分 911件の検査を行った。これは当センターが通常実

施している感染症関連検体の 2～3年分であった。 

2月の検査開始以降 3月末に急激に検査数の増加がみられた（図 2）。1日の検査受付可能数は

開始当初の 40検体であったが、感染症検査充実の一環として購入準備をしていた 2台目のリアル

タイム PCR装置の配備（3月2日）により 60検体（3月 9日）とした。しかし今後検査数が増大

すると考えられ、検査人員の確保が重要と考えられた。検査職員の検査手技習得には時間がかか

ることから、専門職員の配置が望まれる。これと並行して民間検査機関への委託も可能 10）とな

りつつあり、検査数増加が想定されるなか、複数の民間検査機関委託を行っていく必要がある。 

検査数の増加に伴い、物品の調達、受付業務等事務的な業務量も増加することが考えられるた

め、検査員の増強のみではなく、事務業務のバックアップ体制も必要と考えられる。 

今回はこれまであった一地域における感染症の流行ではなく、全世界的なパンデミックである

ことから、検査に必要な試薬、消耗品が不足しがちとなっている。検査数は多いが患者発生の少

ない熊本において、検査に関する消耗品の供給は滞りがちであった。遺伝子検査で使用している

試薬類は海外製のものも多い。1社集中となると確保が困難になることから、国内製の他試薬へ

の切り替えも視野に入れて準備をする必要がある。 

  今後、課題について適宜検討の上検査を実施していくことが必要と考えられる。 

 

参考文献等 

1) 中華人民共和国湖北省武漢市における非定型肺炎の集団発生に係る注意喚起について 令和2年

1月6日付 厚生労働省健康局結核感染症課 事務連絡 

2) 新型コロナウイルスに関する検査対応について（協力依頼）令和2年1月23日付 厚生労働省健康

局結核感染症課 事務連絡 

3））沖縄県における外国人観光客を発端とした麻しん集団発生と終息に向けた行政対応 報告書 

  沖縄県保健医療部  平成31年3月 URL；



82 
 

https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chiikihoken/kekkaku/kansenshou/documents/01_c

overcontents_chapter1_p0-p12.pdf 

4）新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令等の施行について（施行通知） 

 令和2年1月28日付 健発0128第5号 厚生労働省健康局長通知 

5）国立感染症研究所：2019-nCoV検査マニュアル Ver.1 1月 24日付 

6）国立感染症研究所：2019-nCoV検査マニュアル Ver.2.1 1月 28日付 

7）新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令 令和2年（2020年）2月1日 

8）新型コロナウイルス（Novel Coronavirus：nCoV）感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領

（暫定版）令和2年（2020年）1月28日版 国立感染症研究所感染症疫学センター作成 

9）新型コロナウイルス感染症の指定感染症指定に伴う積極的疫学調査の実施について（通知） 

令和2年（2020年）2月2日 県危管発第1348号 健康危機管理課長 

10）地域において必要な患者に PCR検査を適切に実施するための体制整備について 令和 2

年（2020年）3月4日 事務連絡 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推本部 

https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chiikihoken/kekkaku/kansenshou/documents/01_c

